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およそ50年ぶりの高校必修科目 

地理総合 
 

GIS 
紙の地図からデジタル地図 
統計データの活用 
 

防災 
自然災害との共生 
地域の頼れる防災リーダー 
 

SDGs 
複雑な課題解決のために 
多角的な視点からアプローチ 
 
知識・理解 
→知識の活用・問題解決型の 
 授業へ転換 
 
主体的・対話的で深い学び 
→アクティブラーニング型授業 

【大学入試問題】 
知識・理解型から 
思考力重視へ 
地理的な見方・考え方 
地理的思考力の活用 
 
地理的思考力の育成には
小学校・中学校・高校に
おける学習内容の連続性
が大切 
 

【大学での学び】 
必ずしも地理学科だけで
地理的思考力が必要とさ
れるわけでない 

地政学 
経済学 
環境学 
工学 
統計学 

データサイエンス 
など 

高校必修科目『地理総合』が 
2022年度から全国の高校でスタート 

GIS 

防災 SDGs 

仮説→検証 



• 明治図書「社会科教育10月号（2022）特集 思考力・判断力を鍛える！世界と日本を読み解く地理授業『物件探しから考察する災害リスク調査』」 
• 古今書院「月刊地理11月号（2021）特集地理総合 地理必修化に期待する『地理総合に向けた防災教育の提案』 
• 日本学術会議地理教育分科会「地理総合」学校教育支援サイト『4-1-2-4 高校地理教育におけるアクティブラーニングの実践例（災害からの地域づくり）』 
• 日本地理学会2022年秋季学術大会（香川大学）『「地理総合」開始後の地理教育における課題と展望』北海道大学橋本雄一教授（2022.9.24） 
• ロイロ認定ティーチャー授業案 高校地理『物件探しから考察する災害リスク調査』 
• 北海道新聞朝刊「くらしと防災」（2022.9.24） 
• 桐蔭学園中等教育学校・高等学校公開研究会2022 社会科実践報告『物件探しから考察する災害リスク調査』（2022.12.17） 
• 日本地理学会2023年春季学術大会（東京都立大学）『物件探しから考察する災害リスク調査』 （2023.3.26） 



桐蔭学園中等教育学校・高等学校公開研究会2022 
社会科の実践報告を発表 

京都大学 奥村好美准教授からの本モデル授業に関する講評 
「自分事として捉える課題となっており、大学進学だけでなく、その後の人生において
どこに住むかを生徒自身に考えさせる課題となっていた」 

 アメリカのWigginsとMcTigheが提唱する「逆向き

設計」論では、「生徒は何ができるようになるのか」、

「生徒にどういう経験をさせたいのか」など、学習者

である生徒の視点を意識してカリキュラムに反映させ、

教師は希望的観測ではなく、意図的設計を行うことが

求められる。「逆向き設計」論に基づいて授業を設計

し、生徒の学びを深めるために、教科学習（地理総

合・地理探究）と探究学習（総合的な探究の時間）の

相互環流となる授業を考案した。 

教科学習（地理総合・地理探究） 探究学習（総合的な探究の時間） 

相互環流 



一人暮らしの物件探し（GISと防災） 
『新詳地理資料 COMPLETE 2023』（帝国書院）巻頭特集2（巻頭pp.5-6） 

GISと防災② -あなたならどこに住む？- 

①表紙（大学名・写真）の作成 

 （志望校を提示したくない場合はどこの大学でも可） 

②不動産サイトで、物件名・間取り・家賃・大学や駅までの距離などを調べる 

③地理院地図・重ねるハザードマップ・Google Earthで調べる 

④『自分で作る色別標高図』を操作する 

 （他にも周辺の避難場所、自然災害伝承碑を調べる） 

⑤別の物件に変える場合は表紙を水色、変えない場合は白 

 （変えた場合も元の物件は載せておく） 

⑥考察・分析 

仮説→検証 

学習目標 
WebGISを利活用して志望校周辺の災害リスクについて調査・分析しよう 

スライド作成から発表まで 
2～3時間の授業 



地理院地図・重ねるハザードマップ 

色別標高図の手順 
地理院地図 

左上の「地図」 
→「地図の種類」 
→「標高・土地の凹凸」 
→「自分で作る色別標高図」 
 

重ねるハザードマップ 
地図を見る 
→「情報」 
→「すべての情報から選択」 
→「標高・地形」 
→「自分で作る色別標高図」 

このマークを選択すると自動で標高別に
分類して色をつけてくれます 

地理院地図 
https://maps.gsi.go.jp 

重ねるハザードマップ 
https://disaportal.gsi.go.jp/maps/index.html 

調べたい場所を上の検索バーに入力してみましょう 

https://maps.gsi.go.jp
https://disaportal.gsi.go.jp/maps/index.html


実施時期と学習を通して期待される効果 
学習が想定される教科書の単元 

高3 地理探究 → 9月（夏休み明けの受験勉強の再スタート）も想定 

 
①志望校に対する思いが明確になり、大学生活を具体的に想像することで、志望校に
対して強い動機づけになること   ナポレオン・ヒル『思考は現実化する』 

②ICT教材であるWebGIS（地理院地図・重ねるハザードマップなど）を利活用して
調査する習慣が身につくこと 

③高校の間に物件を探した経験があれば、大学に合格した後、一人暮らしの物件探し
をする時に役立つこと 

単元 実施時期 

地図や地理情報システムで 

捉える現代世界 

地図や地理情報システムと 

現代世界 

4月 

（学習のスタート） 

持続可能な地域づくりと私たち 自然環境と防災 
1月 

（冬休み明け） 

持続可能な地域づくりと私たち 生活圏の調査と地域の展望 
2月 

（学習のまとめ） 



授業風景 

アクティブラーニング型授業 
個－協働－個 

 

授業中にスマホやタブレットを 
使ってスライドを作成し、 
ロイロノートで共有・発表 



ロイロノートを活用した共有 
ロイロノートで情報共有して、
意見交換しよう 
 
他の生徒のスライドと比較する
と新しい発見が見つかります 
 
スライド作成でどんなところを
工夫しましたか？ 
また、他の生徒はどんな工夫を
していましたか？ 
 
資料箱の授業内共有に整理すれ
ば、他クラスや過年度の生徒が
作成したスライドと比較して議
論することができます 

大学ごとに分類して
みると比較しやすい
ですね 



考察・分析 
考察・分析したことを発表しよう 
 
WebGISを活用して、新しく発見
できたことはありましたか？ 
 
色別標高図のレイアウトを工夫し
てみましょう 
 
ロイロノートを活用すれば、スラ
イドの見せたいページのみを一斉
表示したり、回答共有で教師・生
徒の情報のやりとりがスムーズに
なるため、効率的な授業を行うが
可能です 

色を変えてみると、
さらに見やすくな
りますね 



地図で見る統計（jSTAT MAP） 
jSTAT MAPでリッチレポートを作成して分析 

『誰でも使える統計オープンデータ』総務省統計局 ドコモgacco 



観点別評価と学習目標 

基礎 
［知識・技能］ 

WebGIS（地理院地図・重ねるハザードマップ）でハザードマップが表示できる 
［思考・判断・表現］ 

地図上で自分が住もうとする場所の位置を理解し、調査地域で起こりうる災害の種
類がわかる 

［思考・判断・表現］ 
ハザードマップを見て、調査地域の危険性について指摘できる 

標準 
［知識・技能］ 

WebGISで色別標高図を操作したり、避難場所や自然災害伝承碑が調べられる 
［主体的に学習に取り組む態度］ 

他の生徒のスライドと比較して足りない箇所を把握し、改善しようとしている 

発展 
［知識・技能］ 

色別標高図の数値や色を自分で調整して、より見やすい地図が作成できる 
［思考・判断・表現］ 

物件の立地条件と家賃・地価の関係性について考察し、説明できる 
［主体的に学習に取り組む態度］ 

WebGISの別の使い方を考えてみたり、他の場所でもWebGISを利活用しながら調
査・分析しようとしている 



色別標高図の評価例 
評価 色別標高図 観点 

A 

色別標高図を指示通り、作成した上で、 
レイアウトを工夫したり、 

複数の地図と比較することができる 

色別標高図を指示通り、作成できる 

B 
きちんと指示を聞いていないため、 

色別標高図が見にくく、 
分析しづらい地図になってしまっている 

C 課題が出せなかった 



ふりかえりで学びを外化しよう 
授業で学んだことをまとめ、他の人のふりかえりも読んで、比較してみましょう 
ペアワークでお互いに学んだことを説明したり、学びを外化することで知識として定着し、問題点を把握する
ことが可能です 





探究学習（総合的な探究の時間）  

①映像コンテンツを利活用した防災教育 
NHK『東日本大震災アーカイブス 証言Webドキュメント』 

https://www9.nhk.or.jp/archives/311shogen/evidence/ 

知識構成型ジグソー法（個－協働－個） 

②RPG防災教育 
•さまざまな場所での災害の発生を想定し、災害対応ゲーム『クロスロード』を実施 

•被災体験を踏まえ、こういう場合はどうすれば良いのかというケーススタディや特
定の場所の写真を提示し、ここで被災した際にはどこへ避難すれば良いのかを考え
る『防災小説』を執筆 

③ICT教材を利活用した防災教育 
地理院地図、重ねるハザードマップ、地理教育の道具箱、Re:Earthなど、ICT教材
を利活用すると理解がさらに深まる 

PC教室でなくてもスマホがあれば、リアリティーのある防災教育が実施可能 

https://www9.nhk.or.jp/archives/311shogen/evidence/


防災小説『コロナ禍における災害』（高校2年生の作品） 

 今日は珍しく寝坊をしてしまった。母親にせかされるまま急いで朝食を取り、歯磨きをさっさと済ませ、
学校に向かった。電車の中は人でごった返していた。揺れる電車の中で窓越しに雨雲が近づいているの
が見えた。天気予報ではそんなこと言ってなかったと思いながらも別段、気にしたりはしなかった。い
つもより少し遅く学校に着くと桐奈に会った。桐奈とは中学校からの親友だ。とりとめもない会話をし
ながら教室に向かった。時折、咳をしているのが気になったが桐奈は喘息持ちだ。こんなご時世だから
心配だったが桐奈の誠実さを信頼していたので何も言わなかった。いつも通り学校生活は過ぎた。授業
が終わり、私と桐奈は一緒に帰ることにし、電車に乗った。桐奈は辛そうにしていたが、周りを気にし
て、咳をすることをなるべく我慢しているように見えた。そこで、ゴゴゴゴゴッと地鳴りのようなもの
が聞こえ、電車が止まった。私は状況がつかめなかった。すると、緊急地震速報が色々なところで鳴り
出した。周りが地震だと騒ぎ出し、私たちに強い揺れが襲ってきた。地震がきたのか。頭を守り、揺れ
がおさまるのを待った。電車という閉鎖された空間。私だけではない。電車に乗っている乗客全員が恐
怖を感じた。ここで、急に桐奈が咳をし始めた。多分、突然の地震への不安の気持ちからだろう。持病
の喘息が発病してしまったのだ。周りの視線がこちらに一斉に集まる。そして、聞こえる声。「あの人、
コロナなんじゃない？」「うつったらどうしよう…。」「近づかないようにしよう。」普段なら気にし
ないような、ひそひそ声も今は耳に嫌でも入ってくる。コロナ差別はこんなにひどいものなのだと、今
ならわかる。他人事のように考えていたコロナや差別のことも、いざ自分の身近な人がコロナの可能性
があるとなると、話が違う。改めてコロナも差別も悲惨で残酷なものなのだと感じる。ラジオやニュー
スを聞く限り、今回の地震は私が思っている以上に大きいらしく、ここは海から遠いため津波の心配こ
そないものの、両親は怪我をしていないだろうか、家は壊れていないだろうかなど不安はつのる一方だ
った。電車は暖房も切れ、換気のために空いている窓から風が入り、寒い。食料も安定せず、乗客は皆
早く避難所に行きたかった。しかし、嫌なことに電車は脱線していた。もし、ここで無理に逃げようと
して車体のバランスが崩れたら…。その時点でまだ車両内にいる人が無事では済まないだろう。だから、
みな、作業員を待つしかなかった。私たちが電車に閉じ込められて、二時間が過ぎた。しかし、実のと
ころ、ラジオの音声と隣にいる桐奈の痰のからむような咳のみが響く車両はとても重苦しく、体感では
四時間くらいたったかのように思えた。目に涙を浮かべ、少しでも咳がでないようにのどの奥を鳴らす
桐奈の姿は小さく見え、かわいそうだった。「大丈夫だよ。」と声をかけ、少しでも安心させてやりた
いが、余震により電車もいつ横転してもおかしくない不安定な中、そんなことを言える能天気さなど私
も持ち合わせてはおらず、ただ、無言で桐奈の背中をさすることしかできなかった。 



防災小説『コロナ禍における災害』（高校2年生の作品） 
 その時であった。また、あちらこちらのスマホが震え、緊急地震速報が鳴り響いた。人々の不安をあおるように作られ
たその音の効果は、この場にいる乗客たちには十分すぎた。静かに絶望し、誰もが大きな揺れに備え、覚悟を決めた。し
かし、いつまでたっても、大きな揺れは起こらなかった。緊急地震速報は地震の揺れの検知から震源地の決定、震度の予
測、緊急地震速報の発表まで、すべてシステムが自動的に処理をする。よって、少しのノイズでも誤報につながる。後日、
わかったことだが、今回は最初の大地震で観測点の電源部が故障してしまい、地震計の出力データに急激な変化が生じて
しまったそうだ。何にしろ、地震はこなかった。アラームから数分、車両内にいる私たちもだんだんと誤報だということ
に気づいた。ふっと肩から力が抜けるのを感じた。しかし、この出来事により、私を含めた乗客たちの不安は限界に達し
た。作業員なんか待っていられないとみながここから逃げることを望んだ。しかし結局、誰かが言い出すのを待つばかり
で行動に移そうとする人はそうそういなかった。誤報から10分がたち、ようやく一人の女性が立ち上がる。私を含め乗客
はみな、静かに彼女を見つめた。彼女は荷物の倒れこんだ座席に近づき、靴下を脱ぎ始めた。そして、自身の左手の薬指
に飾られた宝石に手をかけ、靴下とあわせて向かいの窓に思いっきり何度も投げつけたのだった。「ブラックジャック」
と呼ばれるこの技法で、身なりの細いこの女性でも地震で傷ついた電車の窓を割るのは簡単だった。窓が割れた、この事
実に私たちはとても喜び立ち上がった。次々に乗客が窓に近づき女性にあなたはわたしたちのヒーローだと感謝をして線
路に降り立った。そこに遅れて作業員も合流し、これでようやく避難所に行ける、そう思い、私も桐奈の手を握り、窓の
方へ行こうとした。しかし、桐奈はそうしようとしなかった。「どうしたの？」と聞いても桐奈は口を開かない。どうや
ら彼女は周りの視線を気にしているようだった。そこで私はようやく気づく。周りが私と桐奈をちらちらにらんでいたの
だ。まるで「避難所に来るな」とでも言うかのように。きっと桐奈の喘息を知らない人にとって彼女はコロナ感染への恐
怖をあおる悪役なのだろう。私と桐奈を端に追いやるように歩く人々を見ながら私は絶句した。「先に避難所に行って。
私は症状が良くなるまで、ここに残るからさ。」そう桐奈から告げられる。この不安定な電車に残り続けたら危ないなん
てこと彼女だってわかっているはずなのに、そう言うんだから桐奈は本当に優しいんだなぁと改めて思う。だからこそ、
私は彼女の要求を拒否する。「確かに嫌な目で見られるのは辛い。周りの人をさらに不安にさせたくないっていう桐奈の
気持ちもわかる。でも、咳がでてしまうことも、このご時世疑ってしまうことも、仕方がないことなんだ。誰かが悪いわ
けじゃない。仕方ないことをいつまでも嘆いていたって、ここじゃあ死んじゃうよ。私は桐奈のそば、絶対に離れないか
ら。お願いだから、一緒に来て。」そう必死で桐奈に伝えるとマスクの下で彼女は微笑み、一緒に降りることを決意して
くれた。そして、私たちは他の人全員が降りるのを見届け、最後に電車を後にした。みんなが電車を降りて、近くの避難
所に移動している時、突然、ごう音が響いた。その場の全員が余震かと一瞬その身を身構える。だが、その地ならしは予
想よりはるかに近くで起こっていた。さっきまで私たちの乗っていた、いつも登下校に使う見慣れた電車。傾いて今にも
倒れそうだったその電車が実際に横向きになっていた。幸い、作業員も含め、巻き込まれた様子はなかったが、周りの人
の中には恐怖から泣き出してしまう人もいた。もし、あのまま電車で作業員の到着を待っていたら、乗客全員、ただでは
済まなかっただろう。そう思うとゾッとする。地震の誤報はもしかすると私たちに逃げろというサインだったのかもしれ
ない。私は桐奈と一緒に互いの幸運を喜ぶしかなかった。これからどうなるんだろうと一抹の不安を抱えながら。後日談。
あの後、避難所で聞いたラジオでは震度は6強で、震源は紀伊半島の沿岸部だと伝えていた。いわゆる南海トラフ地震で
ある。津波と地震による被害者は日本でもトップクラスに多かった。結局、検査の結果、桐奈はコロナの罹患者ではなか
った。やはり極度の緊張からくる喘息の発作だったと後で聞いた。「いきなりコロナかもしれないなんていうものだから、
ビックリしちゃったわ。」「ごめんね。心配させちゃって。」環境は震災によって変わってしまったが、私たちはずっと
友達でいたいと思った。 



次世代へつなぐ持続可能な防災教育 

・みんなのBOSAIプラン1.0 
学校における従来の防災教育 

・みんなのBOSAIプラン2.0 
地理総合で教師がICT教材を 
利活用して行う防災教育 

・みんなのBOSAIプラン3.0 
教師ではなく、高校生が行う防災教育 

 
 
2021年2月25日 
緊急事態宣言下におけるZoomによるNHKの取材 
立教大学大学院宮本聖二教授 
（Yahoo ! ニュース エグゼクティブ・プロデューサー）・ 
立教大学大学院生の授業見学・参観 

高校生を地域の頼れる防災リーダーに育て、 
次世代へつなぐ持続可能な教育を目指す 
（高校生 → 高校生・中学生・小学生） 



高校生が考案したアクティブラーニング型の防災モデル授業プラン 



WebGISを活用した学校周辺における災害リスク調査 



ArcGISで作成したGISマップ 



観点別評価と学習目標 
基礎 
［知識・技能］ 

WebGIS（地理院地図、重ねるハザードマップ、Google Earth、RESAS、ひなたGISな
ど）を操作して分析することができる 

［思考・判断・表現］ 
紙とデジタルの資料や地図について、それぞれのメリットとデメリットが説明できる 

標準 
［知識・技能］ 

e-Statで統計データを分析したり、GISソフト（ArcGIS、QGIS、MANDARA、カシミール
3Dなど）を操作してレイアウトを工夫しながら、GISマップが作れる 

［思考・判断・表現］ 
GISで調査・分析した上で、他の生徒と意見を交換して学びを外化することができる 

［思考・判断・表現］ 
次世代へ資料や証言を伝承するためにデジタルアーカイブの必要性やICT教材を利活用する意
義について説明できる 

発展 
［知識・技能］ 

専門的なGISの使い方を学んだ上で、操作できる 
［思考・判断・表現］ 

デジタルアーカイブから読み取れる情報について、分析することができる 
［主体的に学習に取り組む態度］ 

教科学習と探究学習の相互環流を循環させ、研究成果を学内外で発表をしようとしている 



東京大学空間情報科学研究センター主催 
CSIS DAYS 2020 審査員特別賞 

https://www

.csis.u-

tokyo.ac.jp/

blog/researc

h/csis-days-

2020-report/ 
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地理の授業を受けている有志メンバーで 
2022年11月に沖縄プロジェクトをスタート 

沖縄の伊江島におけるサステナブルツーリズム 
-修学旅行の滞在型学習と次世代につなぐ沖縄戦の伝承に関する研究- 

世界遺産×SDGsチャレンジ 2022 プレゼンテーション部門 最優秀賞 

 沖縄の伊江島に修学旅行で訪れ、沖縄戦を伝承する民謡「月桃」に深く感銘を受けた。修学旅行の学びをさらに深めるために私たちは沖縄プロ

ジェクトを立ち上げた。RESASやjSTAT MAPで統計データを分析し、187名を対象にArcGIS Survey123で修学旅行に関するアンケート調

査を実施して、沖縄×観光×SDGsに関する研究を行った。沖縄戦の伝承者が年々、減少する中、NHKや専門家がデジタルアーカイブとして貴重

な資料を後世に残す取り組みを行っている。東京大学の渡邉英徳教授が提唱する「記憶の解凍」やデジタルアーカイブ、そして、私たちの体験を

SNSで共有・発信しながら、学びのネットワークを広げることが高校生にできる支援の一つだと考えている。地域に根ざした循環型の観光ビジネ

スモデル、サステナブルツーリズムの普及が地域の雇用、教育、まちづくりの再生・発展につながるので、滞在型学習（民泊）を通して学んだ沖

縄の魅力を次世代に繋ぐためにSDGsアクションプランを考案した。 


